
362

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
人
は
絶
え
ず
探
し
求
む
る
も
の
で
あ
．
る
。
そ

し
て
文
人
は
彼
の
限
界
を
無
限
の
彼
方
に
置
い
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
人
は
常
に
禾
精
確
ぐ
」
疑
問
を
以
て
終
始
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。

　
然
し
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
シ
ェ
ル
は
彼
の
宇
宙
構
造
の
研
究
に
於
て
、

其
の
観
測
の
新
異
に
し
て
豊
富
な
る
貼
に
於
て
古
往
今
來
何
人
も
追
從

入

を
ゆ
る
さ
ぬ
偉
大
な
る
観
測
者
S
し
て
吾
人
の
前
に
あ
ら
は
れ
た
の
み

な
ら
す
叉
そ
の
周
到
鏡
敏
な
る
想
像
に
於
て
す
べ
て
宇
宙
構
造
の
研
究

に
志
す
天
文
学
者
の
師
表
た
る
大
商
學
者
S
し
て
吾
人
の
前
に
頭
角
を

現
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
（
荒
木
俊
馬
課
。
文
責
在
鐸
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
i
第
二
講
完
ー
ー

太

陽

の

覗

差

　
　
　
　
（
一
）
　
太
陽
の
畢
均
距
離

　
太
陽
ε
地
球
ε
の
間
の
距
離
を
知
る
こ
ざ
は
天
文
學
上
重
要
な
問
題

の
一
つ
で
あ
る
。
あ
の
光
熱
を
與
へ
て
く
れ
る
太
陽
の
大
さ
は
何
程
で

あ
ら
う
か
、
黒
鮎
の
大
さ
や
コ
ロ
ナ
の
鑛
が
り
は
何
々
粁
か
等
こ
い
ふ

問
を
解
決
す
る
に
は
先
づ
此
距
離
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
太
陽
系
内
の
諸
天
醗
の
距
離
を
表
は
す
に
太
陽
地
球
間
の
距
離
が
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
さ
し

然
ミ
便
利
な
尺
度
に
な
っ
て
く
る
。
從
て
宇
宙
測
量
の
物
指
の
隅
ミ
し

て
此
長
さ
を
測
定
し
て
置
く
左
は
重
要
な
意
義
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
距
離
測
定
の
仕
方
ε
い
ふ
方
面
か
ら
考
へ
て
み
る
ε
或
は
観

測
天
文
墨
或
は
天
勢
力
學
或
は
物
理
學
の
智
識
等
を
必
要
ミ
し
て
、
天

文
學
強
い
ろ
～
㌔
の
面
白
い
部
門
に
亙
っ
て
く
る
。

　
一
望
に
太
陽
の
距
離
ε
云
っ
て
も
遽
近
の
徳
化
を
繰
返
し
て
居
る
の

K

●

Y

●

0

で
、
標
準
ε
し
て
は
遠
近
の
雪
見
l
I
一
所
謂
地
球
軌
道
の
楕
圓
の
牛

長
径
を
考
へ
ろ
。
此
平
均
距
離
は
現
在
知
ら
れ
て
居
ろ
所
で
は
後
に
述

べ
る
如
く
鳳
億
五
千
萬
キ
二
二
ト
ー
ル
弱
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
　
距
離
の
軍
位
広
し
て
の
「
天
文

　
　
　
　
　
　
　
　
輩
位
」
琶
太
陽
の
準
均
距
離

　
太
陽
系
内
の
物
指
ε
し
て
太
陽
の
潜
艦
距
離
を
使
ふ
一
こ
云
ふ
論
明
に

は
實
は
或
了
解
が
入
用
で
あ
る
。
「
通
俗
に
は
此
距
離
を
其
儘
長
さ
の
輩

位
に
探
熟
し
て
一
「
天
文
銀
位
」
（
諺
u
ワ
一
同
O
目
O
昌
日
一
〇
P
一
　
q
昌
搾
）
ε
名
づ
け
て
居

る
が
是
は
理
想
的
の
こ
ε
で
あ
る
。

　
元
素
は
太
陽
の
卒
均
距
離
を
一
天
文
箪
位
ε
探
る
筈
で
あ
り
又
探
っ

た
人
も
あ
る
が
或
方
便
が
專
門
家
に
よ
っ
て
使
は
れ
て
居
る
結
果
李
均

距
離
が
一
ε
極
少
し
違
っ
て
き
た
。
さ
う
い
ふ
無
位
の
儘
で
や
っ
て
居
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る
か
ら
張
ひ
て
言
へ
ば
現
行
天
膿
暦
の
基
に
し
て
も
彗
星
軌
道
に
し
て

も
皆
此
天
文
軍
位
で
表
は
し
て
居
る
一
こ
い
ふ
方
が
安
全
で
あ
る
。
併
し

乍
ら
此
箪
位
、
こ
李
均
距
離
ミ
の
違
は
非
常
に
小
さ
い
か
ら
さ
し
當
り
無

議
し
て
差
支
へ
は
な
い
。
か
為
る
了
解
の
下
に
太
陽
の
卒
均
距
離
も
ま

つ
太
陽
系
内
の
距
離
の
銀
位
に
な
っ
て
居
る
ε
云
へ
る
。

　
從
て
此
爾
者
を
混
同
す
る
場
合
に
は
、
混
同
し
て
差
支
へ
な
い
程
度

に
無
暗
に
細
か
い
計
算
は
禁
物
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
右
に
述
べ
た
「
元
來
一
に
探
る
う
も
り
で
あ
っ
た
空
乱
距
離
」
（
假
に

B
ε
し
て
置
か
う
）
ミ
は
観
測
よ
り
求
め
た
地
球
の
李
均
蓮
動
か
ら
ク

プ
レ
ル
第
三
法
則
を
使
っ
て
出
し
た
楕
圓
軌
道
の
牛
長
径
師
ち
李
均
距

離
で
あ
る
。
此
観
測
よ
り
求
め
た
李
均
蓮
動
に
は
諸
惑
星
に
よ
る
影
響

が
既
に
は
い
っ
て
居
る
。
そ
れ
を
差
引
た
者
に
就
て
ク
プ
レ
ル
第
三
法

則
に
よ
り
出
し
た
純
理
論
的
李
均
距
離
を
A
こ
し
て
置
か
う
，
B
を
一

に
探
っ
た
人
も
あ
っ
た
が
或
方
便
の
た
め
二
子
i
コ
ム
の
材
料
で
は

　
　
　
　
　
　
　
地
球
軌
遣
　
尉
旺
H
O
O
O
o
O
8
・
。
　
二
河
樋
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降
匡
H
b
O
O
O
O
8
Q
。
　
㍊
済
韓
齢

　
天
文
箪
位
－
こ
は
つ
ま
り
そ
れ
を
勢
位
，
こ
し
て
召
を
表
は
す
S
右
の
や

う
な
値
に
な
る
長
さ
で
あ
る
ε
思
へ
ば
よ
ろ
し
い
。

　
太
陽
系
内
の
物
指
し
の
話
の
つ
い
で
に
注
意
し
た
い
こ
ざ
は
他
の
惑

星
に
就
て
も
同
襟
に
A
¶
こ
B
「
こ
が
あ
る
が
普
通
の
惑
星
軌
道
要
素
の
表

に
は
入
園
軌
道
の
宇
長
径
（
懸
守
距
離
ざ
」
し
て
は
昏
惑
星
に
つ
き
A
の

方
を
與
へ
て
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
地
球
の
卒
均
距
離
A
を
躍
然
マ
』
し

て
表
し
た
値
で
な
く
て
天
文
首
位
の
方
で
表
し
て
あ
る
の
が
多
い
こ
ε

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
三
）
太
陽
の
畢
均
赤
道
地
季
覗
差

　
さ
て
覗
差
の
閥
題
に
煮
て
。
地
球
E
太
陽
S
の
，
距
離
E
S
が
龍
門
距

離
a
に
な
る
時
地
球
の
赤
道
出
郷
R
が
太
陽
の
中
心
S
に
於
て
張
る
角

E
s
H
を
太
陽
の
李
均
赤
道
地
李
視
差
（
察
聾
営
養
9
巴
閏
。
同
一
．
。
．
旨
国
H

霊
・
些
鎚
）
ε
云
ふ
。
此
角
を
π
。
ε
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
禿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沁

　
　
　
．
L
目
口
執
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
斜
・
口

　
　
　
　
　
。
l
　
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
写
§
。

太
陽
の
距
離
a
幾
何
ミ
云
ふ
代
り
に
％
幾
何
書
云
ふ
こ
ミ
が
出
來
る
。

π。

ﾍ
ギ
リ
シ
ア
の
ア
リ
ス
タ
ル
ク
ス
　
（
㌧
r
同
一
〇
α
一
叶
帥
民
O
げ
口
。
口
）
の
時
西
紀
前
二

七
〇
年
頃
に
は
角
度
で
三
歳
位
の
も
の
ε
し
か
知
ら
れ
て
居
な
か
っ
た

ヒ
ツ
パ
ル
ク
ス
・
ト
レ
ミ
ー
か
ら
中
古
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
時
代
迄
は
大

抵
三
分
で
ケ
プ
レ
ル
に
至
っ
て
一
分
－
こ
出
し
、
フ
ラ
ム
ス
チ
ー
ド
が
僅

十
秒
－
こ
き
め
た
の
は
一
六
七
二
年
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
は
八
秒
九
秒
邊
迄
分
っ
て
來
た
、
一
八
五
〇
年
以
後
は
飴

程
精
密
に
な
っ
て
居
る
。
一
八
九
．
六
年
五
月
パ
リ
で
萬
國
編
暦
局
長
天

文
家
達
の
合
議
が
あ
り
天
文
増
増
の
統
U
を
議
し
た
時
勿
論
此
重
要
な

太
陽
視
差
π
。
の
値
も
き
め
る
こ
こ
噛
こ
な
り
當
時
の
米
國
編
暦
局
長
．
ニ
ュ

ー
コ
ム
に
委
托
し
た
結
果

　
　
　
頴
　
1
1
Q
◎
■
こ
O
Q
o
o

　
　
　
　
む

を
慣
用
す
る
こ
ぐ
さ
」
な
っ
た
、
現
今
廣
く
用
ひ
ら
れ
一
九
〇
一
年
か
ら

の
萬
國
天
．
文
暦
は
之
を
濫
用
し
て
居
る
。

九
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お

搾1．

Eα
S

　
　
　
此
協
定
値
は
現
今
迄
の
観
測
に

　
　
照
し
て
大
鑑
よ
さ
そ
う
で
あ
り
、

　
　
從
っ
て
假
に
八
秒
八
¶
こ
す
れ
ば

　
　
　
轟
1
1
。
晦
艮
。
。
・
・
、
。
。
。
　
一
悼
ω
お
。
・
回
。
。
渇

露
　
　
帥
ち
太
陽
の
李
均
距
離
は
地
球
赤

一
　
道
牟
径
の
こ
萬
三
千
四
百
倍
鯨
ミ

　
　
な
る
、
此
苗
字
は
二
三
四
ε
誓
い

　
　
て
居
る
か
ら
記
憶
し
易
い
、
地
球

　
　
の
赤
道
牟
径
ε
し
て
現
今
使
は
れ

　
　
て
居
る
事
項
の
ヘ
イ
フ
オ
ー
ド

　
　
（
目
亀
h
。
誌
）
　
の
値
（
一
九
〇
九
年
）

　
　
、
H
O
鴇
◎
◎
山
O
Q
O
◎
　
紮
ロ
陸
o
b
肖
G
Q
曜
ロ

　
　
を
用
ゐ
初
め
か
ら
も
つ
マ
」
詳
し
く

　
　
計
算
す
る
ぐ
〕

　
　
　
農
1
一
二
〇
い
。
轟
悼
。
同
　
壇
三
図
ー
プ
モ

こ
れ
實
に
米
暦
に
與
へ
て
あ
る
籔
字
に
な
っ
た
が
、
太
陽
の
李
均
距
離

母
」
天
文
学
位
ざ
同
じ
も
の
マ
」
見
倣
す
時
に
は
あ
ま
り
細
い
藪
字
を
な
ら

べ
す
に
一
億
四
千
九
百
五
十
萬
キ
ロ
位
－
こ
し
て
置
く
の
が
よ
い
・
こ
思
ふ

私
は
あ
ら
か
じ
め
（
二
）
に
於
て
此
を
警
戒
し
て
置
い
た
。

　
右
は
八
秒
八
○
○
の
値
を
正
し
い
ε
し
て
の
話
で
．
あ
る
が
新
し
い
観

測
の
形
勢
か
ら
察
す
る
ミ
○
・
○
〇
五
秒
位
は
違
っ
て
居
る
ら
し
い
、
距

離
に
直
し
て
十
萬
キ
ロ
弱
は
怪
し
い
ぐ
」
い
ふ
わ
け
に
な
る
。

鴎
0

　
太
陽
の
距
離
測
定
法
に
つ
い
て
は
天
界
第
三
＋
二
，
三
號
に
山
崎
氏

が
書
か
れ
た
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
韓
じ
て
今
世
紀
に
入
っ
て
の
測
定
に

眼
を
注
い
で
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
四
）
　
二
十
世
紀
に
於
渇
結
果
の
二
三

　
近
頃
迄
の
測
定
の
中
方
法
S
し
て
多
少
攣
っ
て
居
る
の
は
凋
逸
の
ボ

ン
天
文
皇
阿
弗
利
加
の
喜
望
峯
天
文
塁
で
施
行
し
た
分
光
器
的
方
法
で

あ
る
が
む
し
ろ
間
接
法
で
あ
る
。

　
寸
法
は
一
九
〇
五
年
ボ
ン
壷
長
キ
ユ
ス
ト
ナ
ー
（
丙
蝉
㎝
臼
2
）
が
猫
逸

の
天
文
雑
誌
に
嚢
表
し
た
の
で
あ
る
が
大
禮
の
方
針
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。
恒
星
（
成
泌
乳
道
面
に
近
い
星
が
よ
い
）
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
観
測
し

て
其
線
σ
す
れ
か
ら
ド
ズ
レ
ル
原
理
で
親
線
遽
度
V
を
測
る
。
恒
星
が

太
陽
系
の
重
心
に
封
ず
る
速
度
G
か
ら
観
測
者
が
太
陽
系
の
重
心
に
封

ず
る
遽
度
F
を
差
引
た
者
を
観
線
上
に
投
影
し
た
者
が
師
ち
観
測
者
に

封
ず
ろ
星
の
覗
線
速
度
V
に
な
る
の
で
あ
る
が
，
F
は
ω
太
陽
系
の
重

心
に
封
ず
る
太
陽
の
遽
度
、
②
太
陽
に
封
ず
る
地
球
ミ
月
マ
」
の
重
心
の

遽
度
，
圖
其
地
球
月
の
重
心
に
饗
す
る
地
球
中
心
の
速
度
、
㈲
其
地
球

中
心
に
封
ず
る
観
測
者
の
遽
度
の
四
つ
の
合
成
し
た
者
で
あ
る
が
ω
②

及
び
地
球
自
韓
に
よ
る
人
の
速
度
㈲
は
分
っ
て
居
る
か
ら
計
算
す
る
ご

残
っ
た
者
は
②
の
所
謂
地
球
公
器
零
度
で
あ
る
之
を
覗
線
上
の
投
影
し

た
大
さ
は
或
時
は
地
球
が
星
の
方
に
向
っ
て
進
行
す
る
し
牛
年
後
に
は

御
針
に
遠
ざ
か
る
か
ら
一
年
夏
週
期
ぐ
」
し
て
攣
化
す
る
。

　
さ
て
覗
線
速
度
V
を
引
堤
き
観
測
す
る
く
」
此
地
球
公
韓
に
よ
る
攣
化
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が
現
は
れ
る
か
ら
此
を
測
っ
て
地
球
公
理
の
李
均
速
度
㌔
を
出
す
。

　
　
　
　
　
　
　
謡
　
へ
N

　
　
　
　
む
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
尺
　
同
－
魅

（
但
π
は
地
球
の
李
均
角
速
度
、
α
は
地
球
の
楕
圓
軌
道
の
牟
長
径
，

8
は
そ
の
楕
圓
軌
道
の
離
心
率
）
噛
こ
云
ふ
こ
一
こ
。
か
理
論
上
與
へ
ら
れ
る

の
で

　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
高
ロ
ー
1
塙
「
1
、
同
i
翁

　
　
　
　
　
　
塙
い

こ
れ
を
前
に
ε
つ
た
式

　
　
　
ω
圃
昌
q
　
”

　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
轟

に
入
れ
る
ミ
太
陽
視
差
％
が
求
め
ら
れ
る
ぐ
」
云
ふ
の
で
あ
る
。

　
か
・
る
原
埋
で
キ
ユ
ス
ト
ナ
ー
は
一
九
〇
五
年
一
等
星
ア
ル
ク
ト
ゥ

ル
ス
（
と
℃
冨
園
。
α
器
）
の
分
光
爲
眞
十
八
枚
の
測
定
か
ら

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
目
。
1
1
Q
。
㌦
、
Q
。
嚢
陸
。
㌦
δ
昌

な
る
結
果
を
得
た
が
値
ε
し
て
は
少
し
悪
い
襟
で
あ
る
。

　
喜
望
峯
天
文
皇
で
は
ギ
、
ル
及
び
ハ
ッ
フ
爾
毫
長
の
時
代
に
此
法
を
利

用
し
其
結
果
一
九
〇
九
年
同
天
文
皇
報
告
に
襲
表
せ
ら
れ
た
，
七
個
の

煩
星
の
硯
線
遽
度
測
定
三
百
二
個
か
ら
最
後
の
値
噛
し
し
て

　
　
　
目
　
口
Q
Q
㌦
．
○
◎
O
O
↓
I
O
●
、
δ
O
ひ

　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
な
っ
て
ほ
か
の
方
法
－
こ
比
肩
す
る
精
密
さ
に
達
し
た
様
に
見
え
る
が

内
容
を
見
る
一
こ
測
定
値
の
爾
極
端
は
　
。
。
、
G
。
。
。
α
　
か
ら
　
。
。
奪
刈
。
。
　
に

亙
っ
て
居
る
。

　
此
方
法
に
激
て
は
議
論
が
あ
る
、
直
接
測
定
す
る
の
は
ス
ペ
ク
ト
ル

線
の
す
れ
で
要
す
る
に
地
球
李
均
公
告
速
度
％
ミ
光
の
速
度
C
S
の
比

％
「
o
に
蹄
す
る
こ
・
ミ
こ
な
り
、
方
法
ざ
し
て
は
光
行
差
回
敷
測
定
が

主
で
太
陽
視
差
は
間
接
に
出
す
ε
も
言
へ
る
の
で
あ
る
Q
兎
に
角
年
中

測
定
で
き
る
方
法
で
は
あ
る
が
太
陽
視
差
を
O
・
〇
一
秒
迄
出
す
に
は

視
線
速
度
を
○
・
〇
三
粁
迄
精
密
に
測
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
方
法
の
將

來
は
さ
う
で
あ
ら
う
か

　
光
行
差
一
1
は
御
承
知
の
通
り
地
球
が
蓮
動
ず
る
の
ミ
光
か
走
る
の

ε
の
結
果
星
の
見
え
る
方
向
が
す
れ
る
の
で
あ
る
が
ー
ー
恒
次
々
ε
太

陽
視
差
π
。
ミ
は
關
係
，
が
あ
る
、
ヘ
イ
フ
オ
ド
の
乱
堀
球
・
牟
揮
ミ
ニ
ユ
ー
コ

ム
の
光
の
速
度
を
使
っ
て
新
し
く
計
算
し
て
み
る
ε

　
　
　
浮
♪
日
　
○
◎
o
も
同
　
　
　
　
（
♂
π
韓
〔
“
ハ
三
二
4
）

噸
こ
な
る
、
光
行
差
の
測
定
は
野
比
天
文
學
の
重
要
な
野
臥
困
難
な
↓
科

で
あ
る
が
ル
の
値
が
定
る
ε
％
が
出
る
、
前
式
よ
り

　
ゐ
が
二
〇
・
四
六
七
秒
な
ら
ば
π
。
は
　
八
・
八
〇
五
秒

　
　
　
二
〇
・
四
七
〇
　
　
　
　
　
　
　
八
・
八
〇
三

　
　
　
二
〇
・
五
〇
〇
　
　
　
　
　
　
　
八
・
七
九
一

　
　
　
二
〇
・
五
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
八
・
七
七
八

緯
度
攣
花
観
測
の
副
産
物
ε
し
て
出
る
光
行
差
恒
撒
は
普
通
二
〇
秒
五

以
上
で
太
陽
艇
差
は
八
秒
七
八
程
度
ε
な
り
少
し
他
の
結
果
・
こ
一
致
し

な
い
、
近
年
の
観
測
で
注
意
す
べ
き
は
英
國
グ
リ
ニ
チ
天
文
肇
で
浮
遊

天
頂
爲
眞
儀
で
爲
眞
観
測
の
結
果
か
な
り
よ
く
ゑ
の
値
を
出
し
て
居
る

が
観
測
の
整
理
に
當
て
風
向
の
影
響
を
考
へ
た
り
し
て
居
る
ー
ー
く
」
記

＝
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著
す
る
が
ー
ー
か
ら
多
少
の
手
心
が
關
狂
し
は
す
ま
い
か
。
其
一
結
果

悼
9
こ
畿
刈
浄
。
～
δ
O
①
　
を
使
へ
ば
　
評
U
G
。
㌦
、
G
。
o
ゆ
　
，
こ
な
り
他
の
方
法

の
値
ε
近
く
な
っ
て
く
る
。

　
二
十
世
紀
に
入
っ
て
月
の
達
書
の
研
究
に
歴
て
は
ブ
ラ
ウ
ン
及
び
コ

ゥ
エ
ル
爾
氏
の
仕
事
が
あ
る
が
、
既
に
他
に
精
密
な
方
法
が
あ
る
た
め

月
、
の
蓮
動
の
模
様
か
ら
さ
う
い
ふ
影
響
を
起
し
て
く
る
太
陽
の
距
離
は

幾
何
－
こ
い
ふ
こ
ミ
を
出
す
力
學
的
方
法
は
あ
ま
り
好
果
を
與
へ
な
い
こ

ε
に
な
っ
た
。
む
し
ろ
他
の
方
法
か
ら
獲
た
太
陽
三
差
の
値
－
こ
曹
れ
程

よ
く
調
和
す
る
か
を
く
ら
べ
て
み
る
位
に
止
る
様
で
あ
る
。

　
引
力
に
よ
る
草
野
ご
は
別
で
、
簡
輩
な
現
象
の
月
歯
、
差
（
い
、
口
、
属
国
4
ド
．
、

註
8
）
ε
云
ふ
者
が
あ
る
。

　
他
の
惑
星
の
引
力
影
響
が
な
け
れ
ば
（
第
二
圖
）
地
球
E
ミ
月
M
ε
の

重
心
G
は
太
陽
s
の
周
園
に
楕
圓
軌
道
を
叢
く
の
で
あ
る
が
、
見
る
人

は
G
に
居
ら
す
し
て
地
球
E
上
に
あ
る
。
而
る
に
地
球
ε
月
ε
は
其
重

心
G
の
ま
わ
り
を
桶
月
で
一
回
韓
す
る
か
ら
、
三
時
E
か
ら
太
陽
を
見

た
方
向
E
S
が
G
S
よ
り
後
に
來
る
ミ
す
れ
ば
牛
ヶ
月
後
地
球
が
E
に

攣
れ
ば
R
s
は
6
，
s
の
先
に
な
る
。

　
故
に
地
球
か
ら
見
た
太
陽
は
G
の
楕
圓
運
動
に
よ
る
上
に
夏
に
角
度

G
S
E
だ
け
或
は
後
れ
或
は
進
む
の
で
あ
る
。
此
現
象
を
月
均
差
ε
云

ふ
。
角
G
S
E
は
最
大
凡
そ
六
秒
五
（
是
を
月
均
離
塁
撒
ざ
名
づ
け
て

置
か
う
）
で
あ
る
が
後
れ
進
み
で
都
合
＋
三
秒
程
の
愛
器
が
太
陽
の
視

位
置
に
あ
ら
は
れ
て
く
る
。

一
二

　
ル
ヴ
エ
リ
エ
ー
（
「
八
五
八
年
）
は
實
に
月
雪
差
を
利
用
し
角
G
S
E

ミ
距
離
E
G
を
與
へ
て
太
陽
の
距
離
E
s
を
求
め
た
最
初
の
人
で
あ
り

天
膿
力
學
的
方
法
ミ
し
て
優
良
ε
考
へ
た
ら
し
い
。
其
頃
は
主
に
太
陽

観
測
か
ら
直
接
月
均
差
を
定
め
て
居
た
、
し
か
し
精
度
が
劣
る
，
第
一

太
腸
－
こ
い
ふ
も
の
は
穿
く
て
中
心
の
位
置
が
定
め
難
…
い
。

　
近
時
の
方
法
は
太
陽
の
代
り
に
も
つ
ミ
近
距
離
に
黙
り
そ
し
て
一
鮎

／
一
＼

第二圖

の
如
く
小
さ
く
見
え
る

小
惑
星
P
を
衝
の
頃
に

観
測
し
角
G
P
E
に
よ

る
攣
化
を
引
出
し
、
從

て
一
天
文
軍
位
に
封
ず

る
角
G
S
E
、
月
均
差

を
出
し
て
く
る
Q
一
九

〇
〇
1
一
年
小
惑
星
エ

ロ
ス
の
衝
か
ら
ヒ
ン
ク

ス
（
剛
幽
ぎ
ぎ
）
は
月
轟
轟
係
数
1
1
①
、
、
蔭
q
。
H
呼
O
・
、
δ
O
q
を
え
た
。

　
今
日
で
は
太
陽
観
差
は
三
角
測
量
的
に
求
め
從
て
距
離
E
S
を
知
り

角
G
S
E
の
大
さ
か
ら
E
G
を
求
め
、
知
れ
た
月
の
距
離
E
M
－
≧
比
較

し
て
月
の
質
量
は
地
球
の
幾
分
の
蝋
な
る
か
を
出
す
方
が
主
霊
な
っ
て

月
諸
差
は
太
陽
雷
管
％
の
決
定
に
は
使
は
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
月

の
質
量
を
他
の
方
法
で
定
め
る
ε
逆
に
π
。
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

精
確
さ
に
於
て
今
尚
一
流
ε
見
倣
さ
れ
て
居
る
の
は
、
今
世
紀
の
初
小
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惑
星
エ
ロ
ス
の
衝
に
際
し
て
其
距
離
を
測
定
し
そ
れ
か
ら
算
出
し
た
太

陽
の
距
離
で
あ
る
。

　
エ
ロ
ス
は
「
八
九
八
年
二
見
さ
れ
た
ば
か
り
の
小
惑
星
で
あ
っ
た
が

李
均
距
離
に
於
て
火
星
よ
り
も
↓
暦
近
く
、
離
心
牽
（
○
・
二
二
）
が
幾
分

大
き
い
た
め
或
場
合
に
は
非
常
に
地
球
に
近
づ
く
こ
ミ
が
知
れ
た
。
且

一
九
〇
〇
年
十
月
か
ら
翌
年
一
月
に
亙
っ
て
僅
0
・
三
二
天
文
軍
位
の

近
距
離
に
な
る
こ
ε
が
わ
か
っ
て
、
直
に
鰍
米
の
各
天
文
毫
で
は
協
力

し
て
此
期
間
に
爲
眞
を
ミ
つ
た
り
實
視
的
に
測
微
尺
観
測
を
し
て
其
視

差
を
精
測
し
た
。

　
測
定
の
仕
方
は
よ
く
知
ら
れ
た
日
週
法
で
，
師
ち
夕
－
こ
朝
噛
こ
に
小
惑

星
の
方
向
を
近
傍
の
恒
星
に
照
し
て
定
め
る
。
此
時
間
中
に
地
球
の
方

で
自
戯
し
て
呉
れ
て
観
測
者
は
長
さ
藪
野
獣
の
基
線
の
寄
鮒
か
ら
測
量

し
た
こ
ε
ミ
な
り
（
地
球
小
惑
星
の
此
間
に
動
い
た
影
響
は
考
に
入
れ

る
か
ら
恰
も
同
時
刻
に
爾
端
か
ら
小
惑
星
を
み
た
の
ξ
同
様
で
あ
る
。
）

地
球
の
赤
道
孚
径
R
を
躍
位
塙
こ
し
て
表
は
し
た
エ
ロ
ス
の
距
離
或
は
エ

ロ
ス
の
赤
道
地
平
睨
差
P
が
求
め
ら
れ
る
。

　
太
陽
の
卒
均
距
離
σ
を
メ
ー
ト
ル
で
表
は
し
た
大
さ
こ
そ
知
ら
れ
て

な
い
が
、
計
算
さ
れ
た
軌
道
に
よ
り
太
陽
系
各
星
軌
道
の
割
合
だ
け
は

算
出
で
き
る
の
で
エ
ロ
ス
地
球
間
距
離
今
こ
地
球
太
陽
間
距
離
α
－
こ
の

割
合
△
一
α
は
必
要
に
慮
す
る
だ
け
に
知
ら
れ
て
あ
る
。
謙
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
沁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沁

　
　
　
　
。
。
｝
昌
、
H
凶
　
　
及
び
　
。
。
一
昌
鵠
。
π
司

　
　
　
　
故
に
　
・
・
雪
。
H
卜
・
ζ

か
く
し
て
太
陽
幌
差
％
が
求
め
ら
れ
る
の
・
で
あ
る
。

　
此
エ
ロ
ス
の
観
測
を
整
理
し
て
π
。
を
出
す
大
事
業
は
英
國
の
ヒ
ン
ク

ス
（
国
ぎ
犀
。
・
）
が
主
ε
し
て
こ
れ
に
當
り
…
九
〇
九
1
一
一
〇
年
燧
に
次

の
結
果
に
達
し
た
（
誤
差
に
亭
分
野
差
に
直
し
六
）

　
爲
眞
観
測
を
ま
ε
め
て
　
♪
H
自
Ω
、
G
。
O
の
刈
陸
O
や
O
O
g
。
刈

　
實
観
測
微
尺
観
測
よ
，
り
　
臼
。
π
。
。
、
。
。
o
①
陸
。
・
δ
o
の

三
角
測
量
的
視
差
決
定
の
結
果
で
は
ま
つ
一
流
馬
こ
み
て
よ
い
。
こ
れ
ご

從
來
の
三
角
法
結
果
S
を
ま
ざ
め
て
今
日
で
は

　
　
　
翻
。
月
○
○
’
、
、
G
o
O
の
陸
9
、
、
O
O
O
◎

位
が
最
も
信
用
す
べ
き
太
腸
視
差
で
あ
る
ε
言
は
れ
て
居
る
。

　
　
　
、
『
H
　
。
。
冨
讐
。
。
＆
　
十
目
お
轟
。
悼
。
。
。
　
堵
ロ

太
陽
の
李
均
距
離
に
直
し
て
凡
一
億
四
千
九
百
四
十
萬
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

誤
差
五
萬
キ
ロ
程
度
で
あ
る
マ
」
思
へ
ば
よ
い
ら
し
い
。
地
球
の
大
さ
R

の
不
．
確
よ
り
起
る
誤
は
極
小
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
一
九
三
一
年
に
は
三
十
年
振
に
女
エ
ロ
ス
が
非
常
に
接
近
す
る
、
右

に
述
べ
た
一
九
〇
〇
年
の
距
離
よ
り
も
つ
ざ
近
く
凡
○
・
一
五
天
文
躍

位
僅
に
二
千
二
百
萬
キ
ロ
弱
に
掌
る
筈
で
あ
る
。

　
詳
し
く
勘
定
し
て
み
な
い
が
七
等
星
弱
位
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い

序
品
に
封
し
て
は
徐
に
準
備
が
さ
れ
て
居
る
ら
し
い
、
太
陽
脱
差
の
よ

い
値
が
求
め
ら
れ
る
こ
ε
で
あ
ら
う
。

そ
の
う
ち
に
は
偶
然
も
つ
ε
逸
物
、
エ
ロ
ス
よ
り
一
層
近
距
離
に
く
る

小
惑
星
が
み
つ
か
る
か
も
知
れ
な
い
ミ
思
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
小
惑
星

観
測
家
の
努
力
に
倹
つ
次
第
で
あ
る
。

ニ
ニ


